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φ14.5±0.2mm 

コネクタ（A） 

コネクタ（C） 
ファイバ 

Oリング 

大気側 真空側 

真空槽 

レンズユニット 
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真空側ファイバ 
　形E32-T51V 
　形E32-T54V 
  （2本セット） フランジ　形E32-VF4 

                  形E32-VF1 

大気側ファイバ 
　形E32-T10V 

形E3X-NM11    
形E3X-DA□-N/-S 

アンプ 

真空側ファイバ 
　　　保持金具 

リリース状態 ロック状態 

真空側 大気側 

真空側ファイバ Oリング 

壁
面
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槽
 

φ38±0.5mm 

ロックボタン 

大気側ファイバ 

（ロック解除状態） （ロック状態） 

１．洗浄について 
　　フランジ、真空側ファイバ、レンズユニットは洗浄されています

が、高真空でのご使用の際は念のため脱脂の目的でアル
コ－ル等で洗浄してお使いください。 

２．有機溶剤等が製品にかからないようにしてください。 
３．ファイバユニットに引張り、圧縮など無理な力を加えないで

ください。（29.4N 以下）。 

安全上の要点 

使用上の注意 

１-１ 真空槽璧面（チャンバ）に穴を１個開けます。穴径は
φ38±0.5mmとしてください。 

１-２  フランジに真空側ファイバを取り付けます。 
１．フランジに真空側ファイバ保持金具をファイバ挿入
可能状態（取付金具ロック解除位置）にしてくださ
い。 

２．真空側ファイバの先端が壁面に突き当たるまで挿入
してください。 

１．形Ｅ32-VF4 

２．形Ｅ32-VF1 

３．形Ｅ32-T51V/T54V/T10V 

３．フランジの真空側ファイバ取付金具をロック状態 
　（取付金具ロック位置）にしてください。  
４．M3ネジにて正しく固定してください。 

１-３  フランジを真空槽璧面に取り付けます。 
１．付属のOリングを装着してください。 
２．Oリングのある側を大気側にしてください。 
３．真空側ファイバを真空槽の中のチャンバ内穴に通して

真空槽内に入れてください。 
４．フランジ取り付け(M8)の締め付けトルクは9.8N・m 

以下としてください。 

１-４ フランジに大気側ファイバを取り付けます。 
１．フランジの大気側ロックボタンがロック解除状態で

あることを確認してください。 
２．大気側ファイバの先端が壁面に突き当たるまで挿入

してください。 
３．再度ロックボタンを押すと大気側ファイバがフラン

ジにロックされます。 
４．大気側ファイバはフリ－カット可能です。 ファイバ

の切断は付属の形E39-F4をご使用ください。 

１-５　大気側ファイバをファイバアンプに取り付けま
す。詳細はファイバアンプに付属の取扱説明書を参
照ください。  

１-６ 真空側ファイバの先端を固定します。 
１．真空側ファイバヘッド取付時の締め付けトルクは 
　　以下のとおりとしてください。 
　　　E32-T51V：0.78N・m以下 
　　　E32-T54V（E39-L54V使用時）：0.78N・m以下 
　　　E32-T84SV：0.3N・ｍ以下 
２．M4ナットに合った工具を使用してください。 

２-１ 真空槽壁面（チャンバ）に穴を１個開けます。穴
径はφ14.5±0.2mmとしてください。 

２-２  フランジを真空槽壁面に取り付けます。 
１．付属のOリングを装置してください。 
２．Oリングのある側を大気側にしてください。 
３．締め付けは付属のナットを回して行ない、締め付け

トルクは14.7N・m以下としてください。   

２-３  フランジに真空側ファイバを取り付けます。 
１．真空側ファイバのフランジ取り付け側の先端にコネ

クタ（Ｃ）、コネクタ（Ｂ）、Ｏリングを取り付け
ます。 

２．フランジのファイバ挿入穴に真空ファイバの先端が
壁面に突き当たるまで挿入してください。その際Ｏ
リングがフランジ側コネクタ（Ａ）の面取部に完全
に収まるようにしてください。 

（コネクタ（Ｃ）は突起のほうをフランジ本体に
向けて取り付けてください。） 

３．コネクタ(B)をフランジに確実に締め付けます。締 
め付けがゆるいとすき間が空き、検出距離が低下しま 
す。コネクタ(B)の締め付けトルクは1.5N・m以下とし
てください。 

３-１  ファイバユニットの曲げ半径は定格／性能の許容
曲げ半径以上としてください。 

３-２  曲げを大きく根元まで曲げないでください。
（20mm以上）  

真空槽内のワ－ク検出を行う場合において大気側と真
空側を光導入ファイバを設けたフランジにて分離し、
真空側の光信号を大気側に導くファイバセンサシステ
ムです。 

下図は耐真空ファイバユニットの組み合わせ構成図です。 

■ 概要 

■ 構成 
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項目   　　　　チャンネル数 

形式 

リ－ク量 

使用周囲温度 

材質 

フランジシ－ル 材料 

項目                  名称    

形式 

適用ファイバ 

検出距離 

 

使用周囲温度  

許容曲げ半径  

材質 項目 

形式  

標準ファイバ長 

検出距離 

 

使用周囲温度 

許容曲げ半径 

材質 

ステンレス 
（SUS304） 

１） フランジ 

2 ）ファイバ 

３） レンズユニット 

E32-□V形

耐真空ファイバユニット 

２-４  大気側ファイバのフランジへの締め付けも真空と
同様に行なってください。 

４CH 

形E32-VF4 

１×10－10Pa・m3/s以下 

－25～55℃ 

アルミ（A5056） 

フッ素ゴム（バイトン） 

１CH 

形E32-VF1 

 

 

ステンレス（SUS304）、 アルミ（A5056） 

 

2m（フリ－カット可） 

 

 

－25～70℃ 

25mm以上 

アクリル 

フッ素樹脂 

黒色ポリエチレン 

150mm 

480mm 

－25～200℃ 

25mm以上 

多成分ガラス 

多成分ガラス 

１m（フリ－カット不可） 

60mm 

200mm 

－25～120 ℃ 

30mm以上 

多成分ガラス 

多成分ガラス 

フッ素樹脂 

アルミ（A5056）  ステンレス（SUS304） 

40mm 

130mm 

形E3X-NM11使用時 

形E3X-DA□-N/-S標準ﾓｰﾄﾞ 

 

 

コア 

クラッド 

保護チュ－ブ（外被） 

口金 

真空側ファイバ透過形 

 

検出方式  

 形E32-T51V 

 

大気側ファイバ 

 形E32-T10V 形E32-T84SV 

 

形E32-T54V 

 

長距離レンズユニット　 

形E39-F1V 

形E32-T51V 

360mm 

1000mm 

－25～120℃ 

25mm以上 

アルミ（Ａ5056） 

光学ガラス 

形E32-T54V 

240mm 

500mm 

形E3X－NM11使用時 

形E3X－DA□－Ｎ/－S標準ﾓｰﾄﾞ 

 

 

本体部  

レンズ 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） （単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ）

締め付トルク0.53N・ｍ以下 

コネクタ（B) 
締め付トルク1.5N・ｍ以下 

コネクタ（B) 
締め付トルク1.5N・ｍ以下 

コネクタ（B) 

M8ネジ 
締め付トルク9.8N・ｍ以下 

取扱説明書
このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご使用に際しては、次の内容をお守りください。
　・ 電気の知識を有する専門家がお取り扱いください。
　・ この取扱説明書をよくお読みになり、十分にご理解のうえ、正しくご使用ください。
　・ この取扱説明書はいつでも参照できるよう大切に保管してください。

* 6 9 5 4 8 4 1 - 0 E *

ご承諾事項

　　　　　　　　インダストリアルオートメーションビジネスカンパニー　

当社商品は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に
掲げる用途での使用を意図しておらず、お客様が当社商品をこれらの用途に使用される際
には、当社は当社商品に対して一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であって
も当社の意図した商品用途の場合や特別の合意がある場合は除きます。
(a) 高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄
道設備、昇降設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及び
うる用途）

(b) 高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24時間連続運転
システム、決済システムほか権利・財産を取扱う用途など）

(c) 厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、
電磁的妨害を被る設備、振動・衝撃を受ける設備など）

(d) カタログ等に記載のない条件や環境での用途

*(a)から(d)に記載されている他、本カタログ等記載の商品は自動車（二輪車含む。以下同
じ）向けではありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載
用商品については当社営業担当者にご相談ください。

*上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト､総合カタログ､データシート等最新版
のカタログ、マニュアルに記載の保証･免責事項の内容をよく読んでご使用ください。

u 2013年9月A

●その他のお問い合わせ
納期・価格・サンプル・仕様書は貴社のお取引先、または貴社
担当オムロン販売員にご相談ください。
オムロン制御機器販売店やオムロン販売拠点は、Webページで
ご案内しています。

●製品に関するお問い合わせ先
クイック オムロン

0120-919-066
　■営業時間：8:00～21:00　　　■営業日：365日

●FAXやWebページでもお問い合わせいただけます。

携帯電話・PHS・IP電話などではご利用いただけませんので、下記の電話番号へおかけください。

電話 055-982-5015（通話料がかかります）

お客様相談室

 FAX 055-982-5051 / www.fa.omron.co.jp


